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全てがモファット先生との出会いから

　この国際リンパ浮腫フレームワーク・ジャパンの活動の全ては、International Lymphoedema 
Framework （ILF）の主催者であるモファット先生との出会いから始まりました。今から 16 年前、先
生との出会いはロンドン、将来の創傷看護学について熱く語り合う中で、慢性創傷を誘発するリンパ
浮腫について、日本の現状を問われて答えに困ったことを今でも鮮明に覚えています。
　その後、日本でも難治性の下腿潰瘍の患者さんのケアを重ねるたびに、ベースにあるリンパ浮腫ケ
アの必要性とその難しさを実感しておりました。しかし、適切な指南書はなく、手をこまねいていた
ところ、モファット先生が ILF からリンパ浮腫管理のベストプラクティスを出版されたことを知りま
した。あまりのすばらしさに、居ても立っても居られず、先生に日本に来ていただき講演会を開催い
たしました。日本ではリンパ浮腫に関する標準的なケア指針がなかったので、このベストプラクティ
スは必ずや看護師のバイブルになると確信しました。そして、日本語に翻訳して出版する許可を ILF
からいただいたことを契機に、ILF への参画の要請を受け、そのことが当会の設立に至っています。

趣旨に共感した研究者が集う

　リンパ浮腫のベストプラクティスに感動し、国際リンパ浮腫フレームワークの趣旨に賛同した医療
者や研究者達の出会いにより、活発な活動が始まりました。このころ、リンパ浮腫管理に関連する
診療報酬上のポリティカルな活動が始まっていましたが、当 ILFJ の活動方針は一貫して変わらず、
International Lymphoedema Framework （ILF）の日本支部として、 リンパ浮腫の予防と管理の研究
に貢献する活動を続けてきました。

1. 定期的な学術集会、講演会および講習会などの開催
2. ILF の他国支部や内外の関連学術団体との連絡および連携
3. 学術関連出版物などの刊行

　この 10 年間の業績として、毎年の学術集会の開催はもちろんのこと、ILF との共同による研究や、
刊行物の出版など、日本はもちろんのこと、世界的な活動も特筆できる貢献と言えましょう。さらに、
最も重要な活動は、日本のリンパ浮腫管理の専門誌を独自に発行していることであり、この専門誌を
大変誇りに思っております。多くの研究者や大学院生により、非常にレベルの高い研究が「リンパ浮
腫管理の研究と実践」という学会誌に掲載されています。本誌はフリーアクセスオンラインジャーナ
ルです。このような学術的な活動を通して、新しいリンパ浮腫管理に必要なアセスメント方法やケア
用品が開発され、日本だけでなく、世界に向けてその成果をリンパ浮腫に悩む方々に還元できる日も
近いと信じております。
　

巻 頭 言

理事長　真田　弘美

東京大学大学院医学系研究科老年看護学／創傷看護学
東京大学大学院医学系研究科附属グローバルナーシングリサーチセンター

国際リンパ浮腫フレームワーク・ジャパン創立10周年に向けて
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未来のリンパ浮腫管理に向けて

　我が国のリンパ浮腫管理の主なトピックスはがんなどによる続発性リンパ浮腫ですが、最近の ILF
の取り組みとしては、上肢や下肢が主となっております。我々の次なるチャレンジは、小児の先天性
リンパ浮腫や、表に出にくい陰部の浮腫で悩まれている方々へのケアを提案していくことです。
　これらの経緯を踏まえて、この記念誌では、この 10 年間の軌跡を振り返り、学術集会の歩み、さら
に学会活動についてまとめるとともに、モファット先生をはじめ、仲間として集い、リンパ浮腫研究
を推進してくださった役員の先生方、関連企業の皆様からいただいたエッセイをまとめました。今ま
での 10 年をまとめ、これからの 10 年の活動の糧になれば幸いです。

　末筆になりましたが、10 年間の学術活動を支えてくださった関係者の皆様に謹んで感謝を申し上げ
ます。そして、会の運営をはじめ、多施設ならびに国際研究の企画、実践などの庶務担当理事、ならびに、

「リンパ浮腫管理の研究と実践」の編集委員長として、この ILFJ を支えてくださった須釜淳子先生に
衷心より御礼を申し上げます。
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　2010 年 12 月 25 日国際リンパ浮腫フレームワーク・ジャパン懇話会が設立されました。本懇話会は、
International Lymphoedema Framework （ILF）の日本支部（ILF・Japan）として、リンパ浮腫の予
防と管理の研究の向上に貢献することを目的として、以下の 3 つの事業を掲げています。①定期的な
学術集会、講演会および講習会などの開催、② ILF の他国支部や内外の関連学術団体との連絡および
連携、③学術関連出版などの刊行、④その他、です。これまでの 10 年の軌跡をまとめました。

１）ILF

　当時グラスゴー大学看護学部教授であった Christine J. Moffatt CBE, PhD 先生が 2009 年にチャリ
ティ団体として ILF を創始されました。リンパ浮腫で苦しむ世界中の患者のサポートの標準化を目指
しています。現在 15 の国と地域がその趣旨に賛同し加盟しています。毎年、国際大会が開催されます
が、2020 年は COVID-19 の影響を受け開催が延期されました。

２）ILF・Japan 設立の歩み

　2009 年 7 月東京大学にて、Moffatt 先生が同席されキック・オフミーティングが開催されました。
集まったメンバーは、真田弘美先生、木村恵美子先生、奥津文子先生、荒井よう子先生、須釜淳子で
した（図 1）。ILF の趣旨について Moffatt 先生が説明をされ、日本への参加要請がありました。これ
を受けて、日本支部の立ち上げ準備をすることが話し合われ、その代表として真田弘美先生が承認さ
れました。その後、同年 10 月、2010 年 1 月、8 月と会合を重ね、12 月 25 日に国際リンパ浮腫フレー
ムワーク・ジャパン懇話会（ILF・Japan 懇話会）が設立される運びとなりました。世話人代表　真田
弘美先生、世話人　奥津文子先生、吉沢豊予子先生、木村恵美子先生、監事　荒井よう子先生、村山
志津子先生、幹事　仲上豪二朗先生、事務局　臺美佐子先生、岡島静子さん、以上 9 名で世話人会が
構成されました。その後、2011 年 11 月に名称を国際リンパ浮腫フレームワーク・ジャパン研究協議
会へと変更し、現在に至っています。なおモファット先生には、国際アドバイザーとして ILF・Japan
の活動を設立当初から現在に至るまでご支援いただいています。

３）会員数の推移

　2011 年から 2020 年の毎年度の会員数の推移をグラフに表しました（図 2）。設立当初から 2016 年度
まで会員数が少しずつ増加し、その後 70 名前後で横ばいが続いています。

第 1 章　懇話会から研究協議会への軌跡

理事（庶務担当）・須釜　淳子

金沢大学新学術創成研究機構

これまでの学術活動の軌跡
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４）学術集会

　第 1 回から 9 回までの学術集会のテーマ、開催年月日、開催場所、学術集会長について表にまとめ
ました（表１）。懇話会として開催したのは第 1 回学術集会のみで、その後は研究協議会として学術集
会を開催しました。各学術集会長の特徴を生かしたテーマでの開催となっています。また、テルモ・ビー
エスエヌ株式会社との共催で第 1 回～ 5 回学術集会（第 2 回除く）特別講演では、Moffatt 先生に ILF
の活動を会員ならびに参加者にご紹介いただきました。

５）その他の活動

　懇話会設立時から活動の普及を行うため独自の HP を開設し、2018 年 5 月には Facebook も開設し
ました。HP を学術活動支援基盤としても活用しています。具体的には、ILF ベストプラクティス邦
訳版の掲載を行い、会員以外にもフリーアクセス・ダウンロードできるようにしました。さらに、学
会誌「リンパ浮腫管理の研究と実践」Lymphoedema Research and Practice をオープンフリージャー
ナルとして 2013 年に創刊しました。
　ILF と協働して 3 つの国際共同研究を行い、その成果を ILF 年次大会、ILF・Japan 学術集会、HP
などで公開してきました。

　ILF・Japan 設立から 10 年の軌跡をまとめました。この間、関連学会団体の設立やリンパ浮腫ケアに
対する診療報酬新設など社会的にリンパ浮腫に対する状況が変化してきています。ILF・Japan も設立
当初はリンパ浮腫を対象に活動を行ってきました。しかし、その活動を行うにしたがい、リンパ浮腫以
外の病態によって生じる慢性浮腫を有する患者にも目を向ける必要があると考え取り組んできました。
今後も歩みをとめることなく ILF との共創を続けていきます。

図 1　2009 年 7 月キックオフミーティング　モファット先生を囲んで

図 2　会員数の推移。2020 年度のみ 4～ 9月登録数
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表 1　国際リンパ浮腫フレームワーク・ジャパン研究協議会　学術集会開催記録

年次大会
テーマ 開催年月日 開催場所 学術集会長

第 1 回
災害時におけるリンパ浮腫治
療・ケアを考える
―リンパ浮腫患者の QOL の維
持・向上のためにできること

2011 年 10 月 22 日 東北大学大学院
医学系研究科

吉沢豊予子
（東北大学大学院医学系
研究科）

第 2 回
リンパ浮腫の予防を考える
～具体的行動と課題～

2012 年 8 月 11 日 青森県立保健大学 木村恵美子
（青森県立保健大学）

第 3 回
リンパ浮腫セルフケア支援 2013 年 9 月 28 日 滋賀県立大学 奥津文子

（滋賀県立大学）
第 4 回
リンパ浮腫管理の向上に向け
たパートナーシップ

2014 年 9 月 28 日 金沢大学
医薬保健学類

須釜淳子
（金沢大学医薬保健研究域）

第 5 回
リンパ浮腫研究と実践の有機
的コラボレーション

2015 年 9 月 21 日 北海道大学医学部 小林範子
（北海道大学病院）

第 6 回
技を活かし、技を生かす 
―リンパ浮腫の研究・実践成果
から政策提言へ ―

2016 年 8 月 21 日 大阪府立国際会議場
作田裕美

（大阪市立大学大学院
看護学研究科）

第 7 回
多分野融合型イノベーティブ
看護学の躍進
第 5 回看護理工学会、第 11 回
看護実践学会合同学術集会

2017年10月14-15 日 金沢大学宝町
キャンパス

須釜淳子
（金沢大学新学術創成
研究機構）

第 8 回
地域に拡げるリンパ浮腫ケア
の創造

2018 年 9 月 22 日 千葉大学亥鼻
キャンパス

増島麻里子
（千葉大学大学院看護学
研究科）

第 9 回
“生きる”を支える慢性浮腫ケア 2019 年 7 月 7 日 AOSSA 佐藤　文

（福井県立大学看護福祉学部）
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　滋賀県立大学在任中の 2009 年若葉の美しい頃、国際リンパ浮腫フレームワーク・ジャパン研究協
議会（以下 ILFJ） 現理事長：真田弘美先生よりお電話を頂いた。ILFJ へのお誘いであった。この後
リンパ浮腫管理に携わる研究者たちが真田先生の下に集結。来日されていた Christine Moffatt 先生に
初めてお目にかかり、ILF についてや英国でのリンパ浮腫管理についてご教授頂いた。引き続き翌年
2010 年英国ブライトンで開催された ILF 国際会議に参加し、刺激的で楽しい時間を過ごした。
　帰国後、ILF 作成の冊子「進行がんにおけるリンパ浮腫および終末期の浮腫管理」のエキスパート
レビューを担当することになり、青森県立保健大学の木村恵美子理事と頭を寄せ合い英文と格闘した
ことが懐かしい。さらには、金沢大学の須釜理事を中心に Minimum data set for Lymphoedema を基
盤にした調査票が作成され、全国規模での調査研究が開始された。
　東日本大震災を乗り越え、2011 年に第 1 回学術大会が予定通り東北大学で開催された。大会長を務
められた吉沢豊予子理事のパワーには、頭が下がるばかり。記念すべき素晴らしい大会だった。また
この時来日された Professor Moffatt を滋賀県立大学にお招きできたことも光栄だった。Moffatt 先生
のご講演の際フロアより質問した学生について「あなたの学生は、すばらしいわ」と先生がお褒めの
言葉を下さったことが思い出される。
　ILFJ が活動を始めたごく初期の頃の思い出が、溢れる。しかし、思い出に浸っている暇はない。10
周年を機に ILFJ のさらなる発展を目指し、活動しなければならないと改めて感じている。

理事（財務担当）・奥津　文子

関西看護医療大学看護学部

理事の言葉
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　筆者は、2001 年看護代替療法の授業の中で、リンパドレナージというリンパ浮腫ケア方法があると
いうことを知り、看護教育に携わる傍ら、2004 年に NPO 日本医療リンパドレナージ協会の上級セラ
ピストを取得し、多様な症例を学ぶため、ドイツ ; フライブルクのヒンターザルテン村にあるフェル
ディ・クリニックで研修し、Basic/Advanced セラピスト資格を得、以来、リンパ浮腫外来ケアにも従
事していた。そして、小板橋喜久代先生（元群馬大学教授）からリンパ浮腫ケアを実践している人を
探していると声をかけられたのが本協議会との出会いである。ILF のモファット先生、真田先生を始
め、経験豊富な先生方との共同研究にも参加でき、背伸びをしながらやっとついて来たというのが実
情である。2010 年師走、東京大学医学部５号館３階の一室で、須釜淳子先生が“それでは、今ここに
International Lymphoedema Framework of Japan が kick off しました”とご発言されたことが鮮明に
思い出される。2000 年頃の日本ではリンパ浮腫治療・ケアに関する全国レベルの学会等はなく、多様
な研修会や病院の勉強会などがあり、ケア手法を修得し臨床の患者さんに実践したいという強い熱意
から一看護師単位でセラピスト資格を得る等の状況が多かった。その頃の看護師が参考となる文献は、
探した範囲で現在入手できるものはターミナルケア（vol.7 suppl.1997.）に掲載されている上下肢のマッ
サージ法である。ILFJ 設立後、学術集会・リンパ浮腫管理のベストプラクティスの監訳（弾性着衣関
連も）・ILF との国際的共同計画への参加等、着実に進んできた。現在では日本にも多くのリンパ浮腫
に関する学会、ガイドライン等があり、治療・ケアを学ぶ環境は充実してきている。このような中、
ILFJ の役割は、ILF を通じて世界的な情報交換を継続し、ケア実践者を支援するに一番近い研究協議
会であることと考える。
　また、リンパ浮腫を含む多様な要因からの慢性浮腫患者、そして医療従事者の声に注視し続けるこ
とと考える。

理事・木村恵美子

青森県立保健大学健康科学部
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　このたびは ILFJ10 周年おめでとうございます。思い起こせば、2011 年のトロントで開催された
3rd ILF conference に参加したことが、私が ILFJ と関わるようになった発端です。この学会に参加
した理由は大きく二つありました。一つは、当時身近でリンパ浮腫治療についてディスカッションで
きる医師がおらず、ほぼ独力で考え悩みながらリンパ浮腫専門外来を運営していたこともあり、国内
外でのリンパ浮腫の進捗状況について知見を得たいと思ったこと。もう一つは、2008 年にカナダ留学
から帰国後、久々にカナダの地が懐かしくなり、トロントでの学会ということで参加したくなった、
という単純な理由でした。演題発表後に真田理事長、須釜淳子先生にお声かけいただき、初めて ILF
という組織や ILFJ の存在について知り、この出会いを契機に ILFJ に参画させていただくようになり
ました。ILFJ の立ち上げメンバーは看護研究の第一線でご活躍の先生方であり、その中に産婦人科の
臨床医である私を混ぜていただけたことは光栄ながらも、例えるならば、きれいに整った石が並んだ
中にポツンと異色の石が入り込んだような感覚でした。しかし通常であれば接点がなかったであろう
看護研究の先生方に親切にしていただき、新たな交流が広がる中で、多くの刺激を受けました。翻訳
本や国際共同研究、学術集会長という非常に貴重な機会をいただいたことに加えて、何より、医師の
思考には欠けているような看護研究の着眼点を知るにつれて、近視眼的に陥りがちな日常治療で俯瞰
的な視点を持つことの重要性を再認識しました。
　今後、特にわが国のような超高齢化社会においてはリンパ浮腫に特化せずに、慢性浮腫の健康管理
という広い観点で、有益な活動の一翼を担うことができればと思っています。

理事・小林　範子

北海道大学病院婦人科
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「生活者としてのリンパ浮腫患者」を支える看護実践と看護学研究を目指して

　がん治療後リンパ浮腫は、長きにわたってがん医療における医学的関心の外に置かれてきた。近年
になってがん患者の長期生存が可能となり、がんサバイバー概念や QOL の価値追求を背景に、症状
に苦しむ患者の声に耳を傾け、患者の声に押されるようにして始まったのが、がん治療後リンパ浮腫
に関する診療とケアと研究である。したがってその歴史は極めて浅い。
　リンパ浮腫は完治する疾患ではない。患者は日常生活のなかにリンパ浮腫セルフケアを取り込み、
増悪を予防しながら、治療を継続し長期的な症状コントロールを行わなければならない。したがって、
患者は、リンパ浮腫外来等で症状のモニタリングに必要な知識の習得を行うことになる。がん患者の
長期生存、超高齢社会の進展に呼応してリンパ浮腫患者も高齢化し、新規知識の吸収困難や加齢に伴
う運動器の機能低下から、リンパ浮腫増悪予防のセルフケア能力が著しく低下している現実がある。
高齢リンパ浮腫患者のセルフケア再獲得に向けた支援のあり方が検討課題となる一方で、労働人口世
代のリンパ浮腫患者には、社会経済的な観点から、リンパ浮腫との共生を支えるための就労支援も重
要であり、いずれも学際的な研究課題といえ、現在取り組んでいるところである。

理事・作田　裕美

大阪市立大学大学院看護学研究科
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　わたくしが、高齢者の浮腫について研究を始めたのは 2013 年からでした。そして、2014 年にグラ
スゴーで開催された ILF カンファレンスに参加して、慢性浮腫・リンパ浮腫の研究の奥深さを知るこ
ととなりました。今、この研究協議会（ILFJ）の理事のひとりであることの責任の大きさを実感し、
この活動が自分自身の励みとなっています。
　ILFJ の功績は大きく、国際的な研究活動により各国の実態を明らかにしています。これは、真田理
事長を中心として、須釜先生をはじめとする研究チームの活動は ILFJ の誇りと思っています。わた
くしは、これまでの研究活動で、高齢者施設等の高齢者の慢性浮腫の実態を明らかにし、高齢化率世
界一の日本として取り組むべき課題のひとつを出すことができました。リンパ浮腫についての研究が
主であった ILFJ では、高齢者の慢性浮腫は少々異質かもしれませんが、高齢者のケアを考えた際に、
慢性浮腫は取り組まないといけない大きな課題となります。今後、老年看護の教育研究者としての
立場で慢性浮腫をもちながら生活される方々の QOL に貢献できるよう活動していきたいと考えてい
ます。

理事・佐藤　　文

川崎市立看護短期大学
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　2010 年 12 月に国際リンパ浮腫フレームワーク・ジャパン（ILFJ）懇話会として発足当時から庶務
担当理事としての任をいただいたことに心から感謝申し上げます。この 10 年を振り返り、特に 3 つの
糧を得ることができました。
　1 つ目は、ILFJ の理事・監事として参画いただいた看護学研究者、医師、臨床エキスパート看護師
の皆様、ならび関連企業関係各位との新しい出会いです。それまでの創傷看護学とは異なる分野でケ
アの質向上を目指して努力する人々と接することは大きな励みとなっています。
　2 つ目は、自身の研究テーマのひとつとして、「慢性浮腫ケア」を創設できたことです。リンパ浮
腫患者の QOL 調査、上肢の浮腫像のイメージング、振動の浮腫軽減効果研究を契機として、その後、
高齢者の下肢慢性浮腫を大学院生の研究テーマとして取り組んできました。未だ道半ばですが、仕方
ないと看過されている慢性浮腫と共に生活する人々の well-being に貢献する研究をしていきたいと思
います。
　3 つ目は、ILF の創始者 Christine Moffatt 先生、ILFJ 理事長真田弘美先生の卓越したリーダーシッ
プとメンタルタフネスで行わる国際的な活動に参加できたことです。リンパ浮腫と言っても国や地域、
医療・保険制度によって抱える問題が異なり、多様な取り組みがあることを知りました。例えば、イ
ンド、アフリカ等の発展途上国におけるリンパ性フィラリア症への取り組み、1 次性リンパ浮腫の子
どもを対象としたサマーキャンプ、専門家へのアクセスやニーズ調査等です。患者の抱える問題は多
様で、その解決には多くの障壁がありますが、世界中で障壁に立ち向かう仲間に敬意を表するとともに、
日本の取り組みをグローバルに発信し続けていきたいと思います。

理事（庶務担当）・須釜　淳子

金沢大学新学術創成研究機構
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　本会の創立 10 周年に当たり、心よりお祝い申し上げます。これまで、本会を継続されてこられた
理事の先生方並びに関係者の皆様のご尽力に対して感謝申し上げます。私は、2019 年に恩師である真
田弘美先生、須釜淳子先生にご推挙を賜り、理事を拝命いたしました。新参者にも関わらず、2020 年
の学術集会長という大変光栄な機会を賜りましたことにつきましても、理事会の皆様に厚くお礼申し
上げます。ところが、新型コロナウイルス感染の影響で開催延期となりましたことを残念に思います
とともに、当会の歴史の中で非開催年をつくってしまい関係者の皆様に深くお詫び申し上げます。心
機一転、準備を進めて参りますので、引き続きご指導、ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。
　さて、私は現在、三次救急を有する急性病院、回復期・慢性対象の在宅療養支援病院、介護施設、
在宅医療の現場を地域横断的に活動しており、さまざまな病態の浮腫のケアを実践しております。し
かしながら、在宅医療、慢性期医療の現場では、浮腫の原因究明やセルフケアの継続などにまだまだ
悩むことが多い現状でございます。今後、現場の課題を研究へ繋げていくことも視野にいれて本会に
貢献できればと考えております。
　最後になりましたが、本会の継続と益々ご発展、そして浮腫で苦しむ方々により良いケアが提供さ
れ笑顔が増えることを祈念申し上げます。

理事・内藤亜由美

クローバーヴィラ
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　この度は、国際リンパ浮腫フレームワーク・ジャパン研究協議会（ILFJ）の創立 10 周年を迎えら
れたことを心よりお祝い申し上げます。
　ILFJ は、リンパ浮腫にかかわる臨床家や研究者により、2010 年に「国際リンパ浮腫フレームワーク・
ジャパン懇話会」としてはじまり、2011 年より本協議会へと発展し現在の形に至り、海外の先駆的な
取り組みや日本の優れたリンパ浮腫管理技術を世界に発信してこられました。ILFJ の活動や画期的な
取り組みに、2019 年より理事として関わる機会を頂戴し、あらためて感謝を申し上げます。
　近年のがん治療の目覚ましい進歩により、今後もがん治療後にリンパ浮腫を抱える患者さまは増加
すると考えられています。これまではがんからの生存が問題でしたが、これからの長寿社会ではがん
サバイバーの方のその後の Quality of Life（QOL）の維持が同じくらい重要になってくることでしょう。
リンパ浮腫は QOL に直結するため、その治療に携わる医療者に求められるものはますます大きくなっ
てくると考えます。
　私がセンター長を務めています亀田総合病院リンパ浮腫センターでは、リンパ浮腫で不安を感じて
いる患者さま一人ひとりに適切なケアや治療が行き渡ることを目標に活動を続けています。リンパ浮
腫も他の疾患同様、包括的・オーダーメードの医療が求められており、多職種でのチーム医療は欠か
せない時代に入ってきています。学会長を務めさせていただきます第 10 回 ILFJ 学術集会（2021 年 9
月 4 日開催）では、チーム医療を中心に未来へ発信するリンパ浮腫治療の形を参加者の皆様と一緒に
考えることができればと思っております。皆様のご参加を心よりお待ち申し上げております。
　未筆ながら、ILFJ の一層のご発展と皆様方のご活躍を祈念致しまして、お祝いの言葉とさせていた
だきます。

理事・林　　明辰

亀田総合病院リンパ浮腫センター
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　国際リンパ浮腫フレームワーク・ジャパン研究協議会の 10 周年記念にあたり、心よりお祝い申し上
げます。
　当研究協議会には 2016 年より関わらせていただいているが、当会は「リンパ浮腫管理のベストプラ
クティス」や学会誌発刊をはじめ、学会主導の国際共同研究を継続的に行っており、リンパ浮腫 / 浮
腫ケアを奥深く探究する先駆的な団体であると改めて実感している。当研究協議会が日本で活動を開
始された時期は、日本におけるリンパ浮腫ケアの黎明期とまさに合致する。日本の学術論文等の動向
を概観すると、2000 年頃からリンパ浮腫ケアに対する関心の高まりとともに総説等が増え、2005 年前
後には多くの書籍でリンパ浮腫が特集され、論文が輩出されるようになった。
　私事となるが、自身のリンパ浮腫 / 浮腫との出会いを振り返ると、がん専門病院で看護師として患
者と関わった 1990 年代の経験に立ち戻る。がんの終末期においては、浮腫 / リンパ浮腫は頻発するが、
ケアには非常に苦慮した。なかでも、上大静脈症候群を併発した終末期肺がん患者が、呼吸困難感の
ため就寝時も座位で過ごし、さらに上肢から顔面の著明な浮腫で瞼も開けにくい状態に対しては、何
もできないもどかしさに苛まれた。当時は知見を活用することもままならなかったが、現在までの 30
年間で、浮腫 / リンパ浮腫ケアは大きく転換したと感じる。
　今後の 10 年間は、日本におけるリンパ浮腫ケアの発展・成熟期に位置づくと思われる。当研究協議
会の益々の発展を祈念し、自身の研究推進と共に、当研究協議会への貢献に向けて真摯に取り組みたい。

理事・増島麻里子

千葉大学大学院看護学研究科
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　2011 年国際リンパ浮腫フレームワーク・ジャパン懇話会として発足してから、10 年間学術担当理事
を拝命しておりますが、私の理事としての活動はなく、理事会に皆勤出席というのが唯一誇れるもの
かもしれません。しかし、学術が担当する第１回の学術集会を理事自ら開催し、開催の形態が踏襲され、
更に発展していることはうれしい限りです。
　この学術集会の特徴は、質の高い研究が発表されていることであり、ポスターセッションが主になっ
ていますが、ディスカッションが活発に行われていることだと思っています。そして、更にここでの
発表が論文投稿に確実つながっていることでもあります。実践活動やハンズオンという意味合いでは
学会での活動は少なかったかもしれません。学会員が今、何を求めているかを考えていく必要は今後
あるのではないかと思っています。10 年の歩みを考えると、リンパ浮腫治療・ケアの実践の向上に貢
献していると確信しています。
　これまでの学術集会は、日本全国を巡る旅であったとも思っています。開催地での懇親は、とても
楽しい思い出になっています。今年はコロナ感染拡大の影響で中止にはなりましが、with & post コ
ロナの内での全国を巡る開催は模索したいと思っています。次の 10 年、2030 年に向けて、学術担当
理事として ILFJ のビジョンを描いて参ります。

理事（学術担当）・吉沢豊予子

東北大学大学院医学系研究科
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ILFJ10 周年に思う

　東京大学真田教授から当時群馬大学におられた小板橋教授の同室方より、クローズトミーティング
でリンパ浮腫の研究会に各職種と現職リンパ浮腫治療者の誘いを頂きレベルが違いすぎると迷いまし
たが、リンパ浮腫で困っている方への治療を広めたいと志ざし、迷惑をお掛けするかと思いましたが
参加させていただくことを決めました。2009 年夏ミーティングの当日、リンパ浮腫治療のベストプラ
クティスがすでに翻訳されており、それに目を通しご意見をと言われエキスパートプレビューとして
名前を入れていただくことになりました。ILFJ に所属していながらレベルの違いが大きくここでの研
究には至りませんでしたが同時期に群馬がんセンターでリンパ浮腫予想指導と発症率をアトランタで、
その後病院は変わりましたが、QOL と唾液によるアミラーゼ値ストレス度の研究をプラハでポスター
発表に至り光栄に思っております。金沢ではモファット先生の実技講演 Bdg による圧迫療法クロス巻
を教えていただき、とても勉強になり感謝しています。現在治療者としてとてもプラスになっており、
外来での治療時や患者・学生指導に生かしております。患者さんからはフィット感がよく包帯が崩れ
にくいと好評をいただいており、ILFJ にお誘いいただき感謝しています。監事としてはほとんど何も
できない状況でご迷惑をお掛けしながら会計監査をさせて頂きありがとうございます。

監事・荒井よう子

ＳＵＢＡＲＵ健康保険組合太田記念病院
認定ＭＬリンパ浮腫セラピスト

監事の言葉



－ 17 －

リンパ浮腫管理の研究と実践 LYMPH RAP, Vol.8, No.1（Supple）, 2020

　この度は、国際リンパ浮腫フレームワーク・ジャパン研究協議会創立 10 周年、まことにおめでとう
ございます。東京大学の真田弘美先生、金沢大学の須釜淳子先生、両先生が牽引される本学術集会では、
リンパ浮腫の診断・治療・看護とアウトカムの分析研究など、極めて臨床に即した研究がなされてき
ました。また、クリスティン・モファット先生をはじめ、海外の著名な方々との共同研究は、世界中
のリンパ浮腫にかかわる医療の質を改善し、患者の QOL や満足度を向上させるご研究であることに、
心から敬意を表します。
　思えば 15 年ほど前、左右の乳房切断術を受けられた女性との出会いがリンパ浮腫との最初の出会い
でした。右腕がウエストほどに重く腫れ上がり、複数のリンパ瘻が潰瘍化して痛々しく、どのように
生きて来られたのかと思わずにはいられませんでした。こころの痛みはそれ以上で、ため息とともに
漏れる言葉は「嫌悪感」「もう死んでもいい」という言葉でした。この言葉は「もっと良く生きたい」
という思いであったのだと思います。当時の私は専門的知識がなく、その方の話を聞くだけでしたが、
この 10 年でリンパ浮腫の患者の看護に関する研究も少しずつ進んでいると感じます。今後はさらに高
度かつ質の高い医療や、患者に寄り添う看護が望まれるでしょう。微力ながら本研究協議会に関わら
せていただけることに感謝するとともに、さらなる発展を祈りつつ、お祝いの言葉とさせていただき
ます。

監事・村山志津子

秋田インターナショナル看護学院設立準備室
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　この度、ILFJ 設立 10 周年、誠におめでとうございます。設立時より幹事を務めさせていただいて
おります。10 年前、東京大学内の会議室にモファット先生をお迎えし、真田弘美理事長、須釜淳子担
当理事はじめ諸先輩方の熱い志のもとで ILFJ が設立されました。今回、その瞬間を思い出し懐かし
く感じるとともに、この 10 年間の ILFJ の取り組みを振り返り、ベストプラクティス翻訳、国際共同
研究、国際学会での数々の発表と国際的な活動が精力的に実施されてきたことに感嘆の想いです。こ
のように積極的に国際的な活動を推進する学術団体の活動に、その創成期から関わらせて頂いたこと
に深く感謝申し上げます。浮腫のエビデンス構築を図ることを目的とした重要な使命を果たしている
と感じます。
　真田理事長、理事の諸先生方、そして ILF 本体の先生方に沢山のエネルギーをいただき、事務局の
若手研究者の皆様と互いに切磋琢磨しあいながら、ILFJ の 10 年間の軌跡をともに歩めたことは自身
の研究活動にとっても大変貴重な経験となりました。これまで幹事として、リンパ浮腫、慢性浮腫を
専門とされる多くの諸先生方とつながる機会を頂きました。今後、ILFJ の益々の発展を祈念し、私自
身も微力ながら精一杯尽力させて頂きたく思います。今後とも、ご指導・ご鞭撻の程何卒よろしく
お願い申し上げます。

幹事・仲上豪二朗

東京大学大学院医学系研究科老年看護学／創傷看護学

幹事の言葉
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　この度は、ILFJ 設立 10 周年、誠におめでとうございます。設立当時より、事務局を務めさせてい
ただいております。
　若手研究者によって構成された事務局の私たちは、モファット先生や理事の先生方から「リンパシ
スターズ」と呼ばれていました。ILFJ の歩みの中で、我々リンパシスターズは、学術団体の設立、運
営、学術集会開催、新たな活動への参画、国際舞台での発表や論文公表と、貴重な経験をする機会を多々
いただきました。先生方から「リンパシスターズ」と呼ばれるたびに嬉しく、そして一つ一つの機会
を光栄に感じながらの 10 年でありました。これも一重に、真田弘美理事長の「若手研究者育成の機会を」
とのモットーがあったからこそ、皆様方から温かく、手厚く、ご指導・激励いただくことができたと、
心から感謝しております。この場を持ちまして、御礼申し上げたいと思います。
　この 10 年間で、特に印象深いのが ILFJ 国際共同研究と広報活動です。国際共同研究は後述します
ので、ここでは広報活動についてご紹介いたします。ILFJ 広報活動として、ホームページ改定・英語
版の作成、Facebook 発信、チラシによる国内外での学術集会での広報、学会誌の投稿論文数増加に向
けた取り組みなどが実施されてきました。これらは事務局の自由な発想や提案から、実現化に繋がっ
たものです。若手の声を大切に育む、ILFJ 理事会・幹事の先生方のもとで事務局をさせていただける
ことが大変有難く、そして広報活動に心からの喜びを感じながら本日に至っております。
　今後、益々の ILFJ 発展に向けて、リンパシスターズとして一層精進してまいりたいと思います。
今後共、ご指導・ご鞭撻の程、何卒よろしくお願い申し上げます。

事務局・臺　美佐子

東京大学大学院医学系研究科
社会連携講座スキンケアサイエンス

事務局の言葉
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　It is my greatest pleasure to be asked to write this commendation to mark the 10th Anniversary 
of the ILFJ (International Lymphoedema Framework, Japan). As the chair of ILF, it has been such 
a privilege to watch the development and success of this framework and the incredible effort that 
has been placed on all the projects that have been undertaken. I consider ILFJ to be one of the 
most significant frameworks leading in many aspects, but, in particular, building the academic basis 
for diagnostics and treatment. The work of ILFJ has formed an integral part of the international 
research we have undertaken in the LIMPRINT study (international epidemiology). The methods 
used in this research were validated in Japan and following this, they have undertaken major 
national research to show the size and impact of lymphoedema in a Japanese population. This 
work is totally unique and represents one of the most important datasets in Asia. The ILFJ team 
are leading the development in new technologies in many aspects of lymphoedema, which will be 
able to be translated across the world. The research is also contributing to changing the profile of 
lymphoedema in Japan and leading to improved reimbursement and access to treatment. This could 
only have been achieved through the leadership of Professors Sanada and Sugama, and the ILFJ 
board, who have embraced all the projects with incredible enthusiasm and ability. I am truly proud 
to be able to write these words, which are only a pale reflection of the esteem that I feel for my dear 
colleagues. I wish them success in the following years and, the family of ILF warmly thank them and 
congratulate them for all their success.

International advisor・Christine Moffatt, CBE

Professor of International Clinical Nursing
Nottingham Trent University（City Campus）& 

Nottingham University Hospitals

Message from International advisor
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　ILFJ 研究協議会発足 10 周年、おめでとうございます。
　国際リンパ浮腫フレームワークジャパンが懇話会として発足以来早や 10 年が経ち、とても感慨深い
気持ちでございます。
　仙台での第１回学術集会に弊社の前身である越屋メディカルケア株式会社として出展参加させてい
ただいた時のことを思いだしました。とても内容の濃い研究発表がなされており、以降、毎年参加し
学ばせていただいております。
　リンパ浮腫患者様にとって今まで自費だった弾性着衣も 2008 年 4 月には療養費払いとして保険適用
となったことは患者様にとって費用負担が軽減されたことだけにとどまらず、業界が大きく動いた「リ
ンパ浮腫環境の転換点」であったと思います。
　それまではリンパ浮腫の専門外来もセラピストの方も少なかったですが、学会関係者など大勢の方々
の御尽力によりセラピストの方も増え、今ではリンパ浮腫専門外来も多くなりました。
　また、治療用品の進化にも目を見張るものがあります。今では患者様にとって選択肢がとても増え、
より良い環境になってきていることは言うまでもなく、これもひとえに ILFJ の学会としての取り組
みあってのことと思われます。
　本年 Covid-19 の影響で第 10 回学術集会が中止となったことは誠に残念ではありますが、常に新た
な取り組みをなされてきた真田理事長に心より感謝申し上げ 10 周年のお祝いの言葉とさせていただき
ます。

宮崎　典子

賛助会員・株式会社ベーテル・プラス

関連企業の言葉
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　第 1 回の学術集会は 2011 年 10 月 22 日東北大学で開催されました。皆様がご存知のように 2011 年
は未曽有の東日本大震災が 3 月に発生し、それから 7 か月後の開催となった学術集会です。その当時
の私には、中止、延期ということを考えることはできず、7 か月後、まだ時間は十分にあり、必ず復旧・
復興しているだから絶対大丈夫というのを、合言葉のように唱えていたような気がします。
　学会のテーマは「災害時におけるリンパ浮腫・ケアを考える－リンパ浮腫患者の QOL の維持・向上
のためにできること－」でした。特別講演は「Lymphoedema － a Hidden Disaster －」と題し Cristine 
Moffatt 先生に、活動報告として、被災地の中での看護活動と題して宮城大学菅原よしえ先生、シンポ
ジウムは「被災地の中でのリンパ浮腫治療活動、何ができて、何ができなかったか」とし、被災地で
のリンパ浮腫治療活動　放射線災害　避難所での救援活動については、北福島医療センターの山本
優一先生が、避難所を巡回し、リンパ浮腫の治療、ケアが優先されることはなく、症状の悪化が見ら
れたことなど、避難所での現状が浮き彫りにされました。また、リンパ浮腫の全国の連携体制が取ら
れていないことも浮き彫りになっていました。次に、石巻赤十字病院の古田昭彦先生からは、「津波災
害第一次救急病院での救護活動の中で」と題し、地震、津波の発災当時からの石巻赤十字病院の働き
について講演いただきました。「リンパ浮腫外来を通して見えてきたもの」と題した青森県立保健大学
の木村恵美子先生の講演では、リンパ浮腫外来に通院している患者様の災害意識について、災害が起
きた時の日々の生活の中で、感染リスクをどう減らすかなどが外来の話題になっていたというお話が
ありました。このほかに、一般演題はポスターセッションで 6 演題あり、活発なディスかションが行
われました。
　2020 年 10 周年を迎えた ILFJ は、コロナ禍でのリンパ浮腫治療・ケアに直面しているのではないで
しょうか。COVID-19 感染も一種の災害であるといわれています。 リンパ浮腫患者さんのコロナ禍で
の生活に目を向けなければなりません。

第２章　学術集会の歩み

第１回学術集会

学術集会長・吉沢豊予子
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　平成 24 年 8 月 11 日（土）10：00 ～ 16：00、リンパ浮腫の予防を考える－具体的行動と課題－をテー
マに開催した。プログラムは真田弘美先生（所属は開催当時のまま：東京大学大学院）から国際リン
パ浮腫フレームワーク・ジャパン研究協議会発足の経緯、大会長講演：リンパ浮腫の予防－リスクファ
クターに関する研究、教育講演：リンパ浮腫の予防に対する多角的アプローチ：小林範子先生（北海
道大学病院婦人科助教）、特別講演：The ILF Health Service Evaluation Data-Set（HSEDS）の開発
状況：須釜淳子先生（金沢大学）と続き、シンポジウム：「予防に関する具体的行動と課題」をテーマ
に 1.「理学療法からみるリンパ浮腫の予防」：山本優一氏（北福島医療センター）、2.「退院指導と悪
化予防に関する事例から」：下山良子氏（十和田市立中央病院）、3.「私たちが予防のためにしてきた
こと」赤石敏子氏（ほほえみネットワーク会長）と発表され、非常に活発な質疑が飛び交った。ポス
ターセッション（交流会）は 5 題であった。事前申込者数 69 名、当日受付者数：35 名、計 104 名で、
参加者の多くはリンパ浮腫患者さんとそのご家族であった。本大会はリンパ浮腫の具体的な予防を医
療従事者と地域の皆さまと話し合うことを軸に置き、参加費は無料で開催した。協賛企業は、㈱テルモ・
ビーエヌエス、㈱ナック商会、㈱越屋メディカルの 3 社、招待企業は青森県内でリンパ浮腫患者に関
連した事業を展開している㈱ぬいっ子本舗、アロマリーフ弘前、NPO 法人あおもり男女共同参画をす
すめる会である。最後に「公益財団法人テルモ科学技術復興財団国際交流助成：小規模研究会の助成」
を受けて開催したことを報告する。

第 2 回学術集会

学術集会長・木村恵美子

したこと報告する。  

 

 

 

  

 

 

第２回学術集会プログラム；歓迎のご挨拶の巻頭写真から。 

朝霜が降りたフェルディ・クリニック周辺。一条の光が霜を融かす。 

リンパ浮腫の予防方法が明らかになることを願って。 
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　2013 年 9 月 28 日 滋賀県立大学；交流センターで開催した、国際リンパ浮腫フレームワーク・ジャ
パン研究協議会（以下 ILFJ） 第 3 回学術集会において、未熟ながら学術集会長を務めさせていただいた。
爽やかな秋晴れの下 200 余人の参加者と共に、有意義な情報交換や活発なディスカッションができた
ことを懐かしく思い出す。
　特別講演には、ILF の生みの親である Professor Christine Moffatt をお招きし、リンパ浮腫管理に
ついての最新の知見・技術についてご教授いただけたことは、今振り返っても本当に幸運であった。
ご助力くださったテルモ・ビーエスエヌ株式会社に、改めて感謝したい。また教育講演では、現日本
リンパ浮腫治療学会理事長：リムズ徳島クリニックの小川佳宏先生に、リンパ浮腫治療の最前線につ
いてお話しいただいた。興味深くかつ心弾む楽しい時間を過ごしたのは、私だけではなかっただろう。
シンポジウムでも、「どう支える？リンパ浮腫セルフケア」のテーマの下、臨床でリンパ浮腫ケアを実
践しておられる公立甲賀病院：柴田紀子先生、地域で患者会を支援しておられる京都府立医科大学：
星野明子先生、リンパ浮腫の管理研究に取り組んでおられる大阪市立大学：作田裕美先生、リンパ浮
腫患者グループあすなろ会：森 洋子会長からそれぞれご提言いただき、ディスカッションを深めた。
　あれから 7 年の月日が流れた。しかしながらリンパ浮腫管理を担う人材の量と質の問題、診療報酬
の問題など、7 年前とほとんど変わらない状況がある。ILFJ は、リンパ浮腫管理に関する国際的知見
をこれまで以上に積極的に発信すると共に、リンパ浮腫管理研究を牽引していかなければならない。
リンパ浮腫管理を取り巻く問題状況を打破する上で、ILFJ の活動成果は、大きな力となるだろう。本
稿を書き進め、改めて ILFJ の役割を再認識した。

第 3 回学術集会

学術集会長・奥津　文子
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　2014 年 9 月 28 日（日）金沢大学医薬保健学類 1 号館で開催した。学術集会のテーマを「リンパ
浮腫管理の向上に向けたパートナーシップ」と掲げ、特別講演、ランチョンセミナー、シンポジウ
ム、一般演題、ハンズオンセミナーを企画した。特別講演では、Christine Moffatt 先生より「An 
international epidemiological study “LIMPRINT”」として、国際疫学調査の意義・目的と中間結果に
ついてご講演いただいた。ランチョンセミナー（越屋メディカルケア株式会社　共催）では小川佳宏
先生（リムズ徳島クリニック）に「下肢リンパ浮腫における弾性ストッキング・弾性包帯の役割」と
してご講演いただいた。また、北陸がんプロとの共催シンポジウム「エキスパートが行うリンパ浮腫・
慢性浮腫管理」では、森野良久先生「弾性ストッキング使用基準」、内藤亜由美先生「浮腫のある患者
の下腿潰瘍ケア」、奥朋子先生「終末期がん患者の“むくみ”のアセスメント」、以上 3 名のシンポジ
ストからご発表いただいた。また、ハンズオンセミナー（テルモ・ビーエスエヌ株式会社　共催）「直伝！
弾性包帯（バンテージ）の実際」として、学内演習室にて Christine Moffatt 先生から実技指導いただ
いた。一般演題（ポスター）は 7 演題であった。その内容は、患者 QOL 評価尺度に関する研究１題、
浮腫像のイメージングに関する研究１題、浮腫の実態調査３題、実践報告２題であった。

第 4 回学術集会

学術集会長・須釜　淳子
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　平成 27 年（2015 年）9 月 21 日（月、祝）に北海道大学医学部学友会館「フラテ」（札幌市）で第 5
回学術集会を開催いたしました。リンパ浮腫という疾患が多角的な連携に支えられた疾患であること
を今一度見直し、職種の垣根を超えて新たな課題を見出す契機になればと思い、テーマを「リンパ浮
腫研究と実践の有機的コラボレーション」としました。
　海外からは Nottingham University の Prof. Christine Moffatt と Rebecca Gaskin さんが来札される
という稀少な機会に恵まれました。Prof. Christine Moffatt の特別講演、Rebecca Gaskin さんのショー
トプレゼンテーションを拝聴し、アカデミックな雰囲気に触れた参加者はモチベーションが高まった
ことと思います。ランチョンセミナー（越屋メディカルケア株式会社）では佐藤佳代子先生により、
実践に即した「タキサン製剤による四肢の強皮症様皮膚硬化に対する複合的理学療法のアプローチ」、
ほか一般演題（ポスター）13 題（優秀演題賞 3 題を選出）、コメディカルの活動紹介（北海道発信）
として北海道在住のリハビリ、看護、患者会より 3 題、シンポジウム「リンパ浮腫研究と実践の最前線」
は医師、看護師、リハビリ、あはき師より 4 題と、それぞれの分野でリンパ浮腫に造詣が深い先生方
にご講演いただきました。実践的取り組みにグローバルな視点を盛り込み、頭を柔軟にして新しい発
見やアイディアを得ていただけるような内容をイメージしてプログラムを作成しました。メーカーか
らはランチョンセミナーに加えて、展示、広告協賛に 26 社のご協力をいただき、厚く感謝申し上げます。
　本会前日には理事会に引き続き、懇親会を開催しました。わざわざ札幌まで足を運んでいただくの
ですから、心温まる、そして何か記憶に残る「北の大地のおもてなし」ができれば、という一念で準
備をすすめました。私の自宅の近所（ホームグラウンド）にある馴染みのレストランを貸し切り、美
味しい食事とお酒で最大級のサービスを提供していただきました。会話もはずみ、和やかで楽しいひ
とときを過ごすことができ、この懇親会のことは良き思い出として心に残っています。至らない部分
も多々あったかと存じますが、このような機会を賜り、素晴らしい経験をさせていただきましたことを、
この場をお借りして心より御礼申し上げます。

第 5 回学術集会

学術集会長・小林　範子
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　国際リンパ浮腫フレームワーク・ジャパン研究協議会第 6 回学術集会を、2016 年 8 月 21 日（日）
に大阪府立国際会議場（グランキューブ大阪）にて開催させていただきました。会員の皆様をはじめ、
地域の多くの皆様の温かいご支援とご協力のおかげさまで盛会に終えることができました。心より深
く感謝し厚く御礼申し上げます。
　第 6 回学術集会のメインテーマは『技を活かし、技を生かす－リンパ浮腫の研究・実践成果から政
策提言へ－』とさせていただきました。このメインテーマを具現するプログラムとして、『看護の視点
から、政策提言等について』と銘打った特別講演を、公益財団法人 全国篤志面接委員連盟 会長で元
法務大臣の南野知惠子先生がくださいました。
　教育セミナーとして、『現場力が政策を変える可能性』を本会理事長、東京大学大学院医学系研究科
の真田弘美先生、『リンパ浮腫難渋事例ケアの実際』をリムズ徳島クリニック理学療法士の上田亨先生
からご講演いただきました。
　シンポジウムは、『リンパ浮腫の現場から政策へ向かう力－それぞれの現場から問題を掘り起こ
そう－』をテーマに、リンパ浮腫看護実践および看護学研究の第一線でご活躍の皆様と患者会から
ご参加いただきました。本会理事である北海道大学病院婦人科の小林範子先生と青森県立保健大学の
木村恵美子先生、滋賀医科大学医学部附属病院看護師の森みどり先生、リンパ浮腫患者グループ「あ
すなろ会」会長の森洋子先生にご登壇いただき、現場の課題から未来への道標を見出す熱い議論をい
ただきました。また、一般演題では、会員の皆様はじめリンパ浮腫看護に関心を寄せる皆様の積極的
な学会参加をいただきまして、登録一般演題数は 34 題ございました。
　リンパ浮腫治療管理の技を磨き、確かな技を目の前の苦しむ患者さんに届けることから、さらに一
歩進め、生活者としての患者さんの自立を支える方略の模索へと、参加者の皆様と広く深く議論する
場となった第 6 回学術集会でした。

第 6 回学術集会

学術集会長・作田　裕美
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　2017 年 10 月 14 日（土）・15 日（日）金沢大学医学類宝町キャンパスで開催した。本学術集会は、
全く接点のなかった 3 つの学術団体の同時学術集会開催の一つとして行われた。このため開催する学
術集会のテーマを「多分野融合型イノベーティブ看護学の躍進」とし、参加者はどの学会の学術集会
のプログラムにも参加できるようにした。第７回学術集会関連として、特別講演、ランチョンセミ
ナー、シンポジウム、一般演題を企画した。特別講演では、Christine Moffatt 先生より「Development 
of New Global Partnerships through the LIMPRINT study」として、国際疫学調査の意義・目的と中
間結果についてご講演いただいた。ランチョンセミナー（越屋メディカルケア株式会社　共催）では
小川佳宏先生（リムズ徳島クリニック）に「在宅高齢者に多い慢性浮腫の診断とケア」としてご講演
いただいた。また、シンポジウム「慢性浮腫の炎症・感染管理」では、臺美佐子先生「リンパ浮腫の
蜂窩織炎発症・再発リスク要因」、小川佳宏先生「リンパ浮腫の炎症・感染管理　保存的治療」、下山
良子先生「スキンケアと感染管理　ケア実践者の立場から」、以上 3 名のシンポジストからご発表いた
だいた。一般演題（ポスター）は３演題であった。その内容は、下腿筋ポンプ作用評価に関する研究 2 題、
リンパ浮腫モデル作成に関する研究１題であった。

第７回学術集会

学術集会長・須釜　淳子
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　第 8 回学術集会では、メインテーマを「地域に拡げるリンパ浮腫ケアの創造」とした。リンパ浮腫
ケアは、病院等の医療機関を中心に提供されているが、リンパ浮腫を有する当事者は、当然ながら病
院以外での日常生活が主となる。そこで、本学術集会では、医療者のみならず医工学や心理学等の研
究者、市民など、リンパ浮腫に関心を寄せる幅広い分野の皆様が、“リンパ浮腫を有する当事者が真に
快適な日々を過ごせること”を具体的にイメージし、各々の立場から行えることを改めて考える場と
なることを願い、プログラムを企画した。プログラムにおいては、真田弘美理事長の開会挨拶に始ま
り、学術集会長挨拶「地域に拡げるリンパ浮腫ケアの創造（増島麻里子〈以下、敬称略〉：千葉大学）」、
基調講演「リンパ浮腫ケアにおけるサバイバーシップとコミュニティケア（土屋雅子：国立がん研究
センターがん対策情報センター）」、特別講演「リンパ管系の外科的再建とリンパ管機能の画像評価－
リンパ管吻合・リンパ節移植等の最新知見－（秋田新介：千葉大学医学部附属病院）」、シンポジウム

「リンパ浮腫とともに暮らす－地域包括ケア時代のシームレスなケアを目指して－（廣田彰男：広田内
科クリニック、金井弘子：NPO 法人ねむの樹、熊谷靖代：野村訪問看護ステーション、武居昌宏：千
葉大学工学研究院）」が行われた。また、教育セミナー「浮腫 / リンパ浮腫治療・ケアにおける漢方薬
治療の役割と可能性－伝統医学的および科学的な観点から－（並木隆雄：千葉大学医学部附属病院）」、
リーズンホワイ㈱共催ランチョンセミナー「治療選択の可能性を－ネット型セカンド・オピニオン

「Findme」－（塩飽哲生：リーズンホワイ㈱）」、一般演題においては示説発表 16 題、優秀演題 2 題の
口演発表「健康成人における皮下組織厚と包帯圧迫圧の違いによる下肢静脈血流量への影響（廣野耕己：
金沢大学）」、「音響特性から診るミクロなリンパ浮腫組織の特徴 （吉田憲司：千葉大学フロンティア医
工学センター）」が行われ、活発な意見交換が行われた。

第 8 回学術集会

学術集会長・増島麻里子
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　2019 年 7 月 7 日（日）福井県県民ホール（AOSSA）にて開催した。本学術集会のテーマを ｢“生きる”
を支える慢性浮腫ケア｣ として、特別講演、教育講演、ランチョンセミナー、シンポジウム、一般演題、
ハンズオンセミナー、公開講座を企画した。
　特別講演では、ILFJ 理事長 真田弘美先生より ｢高齢者の脆弱な皮膚を護る｣ としてご講演いただ
いた。教育講演では、小川佳宏先生（リムズ徳島クリニック）より「慢性浮腫の診療」としてご講演
いただいた。ランチョンセミナー（越屋メディカルケア株式会社 共催）では、小川恵子先生（金沢大
学附属病院漢方医学科）に「浮腫に対する漢方治療」としてご講演いただいた。シンポジウムでは、「慢
性浮腫患者を支えるチーム医療」をテーマに医師、看護師、理学療法士の立場から小林範子先生（北
海道大学産婦人科）、浦井真友美先生（福井大学医学部附属病院）、森野良久先生（かみいち総合病院）、
片山寛次（福井大学医学部がん専門医育成推進講座）の 4 名のシンポジストにご発表いただいた。一
般演題（ポスター）は 6 演題であった。
　ハンズオンセミナー「すぐにできる！ リンパ浮腫エコー」では、仲上豪二朗先生・臺美佐子先生

（東京大学大学院医学系研究科）、森野良久先生（かみいち総合病院）によるエコーによるアセスメント
の実技指導を受けた。公開講座では、小林昌道老師（大本山永平寺）による生老病死についてご講演
していただいた。

第 9 回学術集会

学術集会長・佐藤　　文
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　国際リンパ浮腫フレームワーク・ジャパン研究協議会 10 周年にあたり、本研究協議会の公式学術雑
誌「リンパ浮腫管理の研究と実践」オンラインジャーナルを基盤に本稿を作成した。会員はもとより、
リンパ浮腫管理、慢性浮腫管理に関心のある者が自由に全文を閲覧ならびにダウンロードできる。
　本会誌の原稿の種類は、研究、総説、ケースレポート、その他である。いずれの原稿の種類も、リ
ンパ浮腫管理または慢性浮腫管理に関わるテーマを対象としている。2013 年 2 月に投稿規定が作成さ
れ、同年 12 月に 1 巻 1 号が発刊され、2021 年 1 月には 8 巻 1 号が掲載予定である。図 1 は会誌の表
紙である。
　1 巻 1 号から 7 巻 1 号までの査読あり論文について、論文累計（折れ線グラフ）と年間あたりの論
文数（棒グラフ）の推移を図 2 に示した。論文累計数は徐々に増加し、10 年間で 28 編が掲載されて
いる。
　掲載論文の種類を表１にまとめた。原著、特に英文が多いのが特徴である。その一方、総説、症例
が 10 年間にそれぞれ 1 編ずつにとどまっている現状である。その他の種類は、ほぼ毎巻に掲載されて
いた。その内容は、国際リンパ浮腫フレームワークまたはリンパ浮腫関連国際学会参加の紀行であっ
た。原著論文における研究デザインを図 3 にまとめた。横断研究 5 編、介入研究 4 編、質的記述的研
究 4 編の順であった。
　原著論文のキーワードを、リンパ浮腫とリンパ浮腫以外と分けて表 2 にまとめた。リンパ浮腫をテー
マとした原著論文のキーワードには、「リンパ浮腫」、「信頼性・妥当性、等」、「がん術後リンパ浮腫」、

「乳がん」、「セルフケア」、「不安・抑うつ」、「リスクファクター」などがみられた。これらから、リン
パ浮腫患者のセルフケア支援、そのアウトカム指標として QOL 評価に焦点にあてた研究が多いこと
が伺われる。その一方、リンパ浮腫以外の浮腫をテーマとした原著論文のキーワードは、「慢性浮腫」、

「下肢」、「圧迫療法、等」、「血行動態、等」などがみられた。これらから、下肢慢性浮腫の管理、その
アウトカム指標としての血行動態に焦点をあてた研究が多いことが伺われる。
　以上の動向を踏まえて、編集委員長として、今後の機関誌「リンパ浮腫管理の研究と実践」のあり
方について提案したい。
　第一に論文数を増やすことである。リンパ浮腫ならびに慢性浮腫管理はいまだにエビデンスが少な
いのが実情である。その理由として、浮腫を生じる病態が多様であり、そのため浮腫管理を提供する
場も多様であることが挙げられる。個々の臨床実践の蓄積が重要であると考え、総説、実践報告、症
例報告を増やすために、編集委員会からの論文執筆依頼を行うことを提案する。第二にオンラインフ
リーアクセスの利点を活用し、この分野の若手研究者への機関誌「リンパ浮腫管理の研究と実践」の
認知度を高める工夫を行うことを提案する。具体的には関連学会、研究室 HP とのリンク、Facebook
をとおした広報から始めたい。第三に論文掲載の優位性を高める工夫である。2020 年度から「リンパ
浮腫管理の研究と実践」掲載論文を対象とした表彰制度が開始となる。
　最後に、本稿をまとめるにあたり、全論文の基本情報を整理していただいた佐藤文編集委員、図表
の作成支援をしていただいた土屋沙由美さんに深謝いたします。また、「リンパ浮腫管理の研究と実践」
編集事務局を担当していただいた上田（井内）映美さん、臺美佐子さん、三浦由佳さん、東嶺麻紀さ
んにこの場をかりて御礼を申し上げます。

第３章　学術活動

編集委員長　須釜　淳子

学会誌掲載論文からみる軌跡
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図２ 1〜7巻の掲載論文の推移と年間掲載数

年間論文数 累計

図 2　1～ 7巻の掲載論文の推移と年間掲載数図 1　学会誌の表紙

表１　掲載論文の種類

1 巻 2 巻 3 巻 4 巻 5 巻 6 巻 7 巻

総説 1 0 0 0 0 0 0

原著（邦文） 1 0 1 0 1 0 2

原著（英文） 1 2 2 4 1 2 1

症例 0 1 0 0 0 0 0

その他 1 0 1 1 2 1 1

5
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図３ 原著論文の研究デザイン
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図 3　原著論文の研究デザイン
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表 2　掲載された原著論文のキーワード　（　）内は論文数

リンパ浮腫 リンパ浮腫以外の浮腫

リンパ浮腫（6） 慢性浮腫（4）

先天性リンパ浮腫 浮腫（2）

続発性リンパ浮腫 生理的浮腫

がん術後リンパ浮腫（2） 高齢者

婦人科がん患者 緩和ケア

乳がん（2） 妊娠後期

予防教育 健康人

教育プログラム 進行がん

セルフケア支援、セルフケア（2） 下肢（3）

リンパ浮腫外来 血流

症状管理 血行動態

ストレス対処行動 大伏在静脈血流量

不安、抑うつ（2） Oxy-Hb

quality of life Deoxy-Hb

LYMQOL 筋肉率

特異的疾患 QOL 振動

ポケットエコー 包帯下圧迫圧

皮下組織厚 圧迫療法

自律性 医療用弾性ストッキング

開発 足関節底背屈運動

専門家 保有率（2）

構造 皮下組織厚

データセット AFTD-Pitting テスト

内容妥当性、信頼性・妥当性、妥当性（3） 評定者間信頼性

操作性 有病率調査

リスクファクター（2） 準実験研究



－ 35 －

リンパ浮腫管理の研究と実践 LYMPH RAP, Vol.8, No.1（Supple）, 2020

　国際リンパ浮腫フレームワーク・ジャパン研究協議会（ILFJ）10 周年にあたり、本研究協議会の学
術活動についてまとめたい。
　ILFJ は、その目的である“リンパ浮腫の予防と治療の研究の向上に貢献すること”に基づき、ILF
の他国部門や内外の関連学術団体との連絡および連携を図る事業として国際共同研究に参画している。
現在までに ILFJ は、ILF 創設者である Christine Moffatt 教授（Nottinghum Trent University, UK）
がリードする 3 つの国際共同研究に参画した。

１．LIMPRINT (Lymphoedema IMpact and PRevalence – INTernational Lympoedema Framework) 

　慢性浮腫・リンパ浮腫の有病率とそれによる影響を明らかにすることを目的として、2013 年より
LIMPRINT（慢性浮腫疫学調査）が企画され、世界複数カ国で実施された。LIMPRINT プロジェクトは、
大きく 2 段階で実施され、学術集会及び論文への公開に至っている。
　第 1 段階は、疫学調査方法論の検討と浮腫評価妥当性検証であった（2013 年 6 月－ 2014 年 6 月）。
ここでは 9 ステップに分けられ順に実施された（表 1）。これらの過程において、ILF 全参加国の各
理事が会議を繰り返し実施し調査時期や方法の詳細を決定した。このうち、第 5 ステップにあたる浮
腫有無の評価は、ILFJ が提案し検証した AFTD-pitting test （Anatomical location of oedema; Force 
required to pit, the amount of Time; Definition of oedema）である。従来の圧痕テスト法は簡便な方
法だが、浮腫有無の評価が曖昧な点が課題であった。浮腫評価方法を各国どの施設でも統一して実施
可能な方法として、圧迫の部位・圧力・時間・圧痕による浮腫定義を定めることで、高い信頼性が示
された手法である（論文 1）。全過程を経て完成されたマニュアル・調査用紙は最初に英語で作成され、
その後に各国の言語に翻訳されたのち、逆翻訳の過程を経て正確な共通認識と調査用紙が準備された。
　第 2 段階は、9 カ国 40 施設で実施された調査で（2014 年 6 月－ 2017 年 8 月）、3 ステップで進め
られた（表２）。マニュアルに沿い各国各施設での調査が進められ、得られたデータは全て調査者ら
が ILF によって定められた共通データベースに入力しデータモニタリングがなされた。ILF 国際共同
研究に統計学専門家が参画し、これらのデータベース管理及び調査終了後に全体データの統計学的分
析が実施された。第 2 段階の最終ステップであるステップ３として、各国の視点でのデータ分析とま
とめがなされ、全参加国による成果発表が 4th International Lymphoedema Framework conference 
(Italy, 2017) で行われた。さらに、リンパ系専門の国際誌である Lymphatic Research and Biology に
LIMPRINT 特集号として組まれ、ILFJ からの原著論文も 1 篇掲載された（論文 2）。また、次年度には、
同雑誌に LIMPRINT 特集号の追加掲載が計画されている。
　ILF は LIMPRINT の方法論の公開や ILF への参画も歓迎しており、必要時には誰でも ILF 事務局

（info@lympho.org）へ連絡をとることができる。

２．ILF-COM （The Chronic Oedema Outcome Measure)

　慢性浮腫アウトカムの実態を国際的に明らかにすることを目的として、ILF-COM（浮腫評価指標調
査）が 2017 年より企画され、2018 年に 14 カ国で実施された。慢性浮腫の評価方法は、診断法、重症
度評価法、病期分類法などに各々様々な手法が存在する。本調査は、将来的に世界共通のコンセンサ

ILFJ 事務局　臺　美佐子

国際共同研究
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スを得た評価指標検討に向けた、初期段階に位置付けられる。準備・調査は LIMPRINT と同様に第
2 段階を経て進められ、現在は第 2 段階の最終段階であるステップ３に位置する。2019 年に 9th ILF 
conference （Chicago, USA）で14カ国からの示説発表がなされた。これらの発表内容は、ILFホームペー
ジからフリーで閲覧できる（https://www.lympho.org/chronic-oedema-outcome-measure-ilf-com/）。
今後は、これらの成果を論文として、創傷管理全般で著明な国際誌 The Journal of Wound Care に特
集号として次年度掲載される予定であり、ILFJ からも 1 篇投稿予定である。

３．Genital Lymphoedema Project 陰部浮腫教育調査

　陰部浮腫教育に必要な内容を検討することを目的として、2019 年に企画され各国で調査が実施され
た。陰部浮腫は、浮腫管理の中でも病態・症状・管理方法が複雑である。国による文化背景や個々の考
えに影響を受けることが多い領域であるが、一様に共通することは、教育システムが不十分であること
である。医療者育成時の教育内容として陰部浮腫にフォーカスが当たっておらず知識・技術共に十分
とは言いがたい。また、患者自身の羞恥心等による医療者へのコンサルトの機会が少ないために、臨
床上で医療者からアプローチをしなければ陰部浮腫を認識しケアを開始することが難しい実情にある。
この課題を解決するために、陰部浮腫教育方法の質問紙調査が医療者向けに実施された。ILFJ 含め全
参加国での調査が終了し、最終ステップであるデータ分析と成果公表の段にある。次年度 5 月に開催
される 10th ILF conference（Copenhagen, Denmark）での発表が計画されており、ILFJ からも発表
予定である。

ILFJ 国際共同研究関連の論文

【論文】
1. Dai M, Sugama J, Tsuchiya S, Sato A, Matsumoto M, Iuchi T, Maeba H, Okuwa M, Sanada H, 

Moffatt JC. Inter-rater reliability of the AFTD-pitting test among elderly patients in a long-term 
medical facility. Lymphoedema Research and Practice, 3 (1)：1-7, 2015.

2. Dai M, Nakagami G, Sugama J, Kobayashi N, Kimura E, Arai Y, Sato A, Mercier G, Moffatt JC, 
Murray S, Sanada H. The Prevalence and functional impact of chronic edema and lymphedema in 
Japan: LIMPRINT study. Lymphatic Research and Biology, 17 (2)：195-201, 2019.

内　容
1 プロジェクトの意義・モチベーション及び研究開始への同意
2 疫学調査のレビュー
3 質問紙調査用紙の作成
4 浮腫分類の妥当性検証
5 浮腫評価方法の信頼性検証
6 オンラインデータベース構築
7 マニュアル作成と対象施設候補の選定
8 マニュアルの補足説明資料及び調査者向け教育資料の作成
9 調査の質保障のためのシステム構築

内　容
1 参加国の各対象施設での調査
2 データのモニタリング
3 データ分析と成果報告

表 2　国際共同プロジェクト第 2段階の中の 3ステップ

表 1　国際共同プロジェクト第 1段階の中の 9ステップ

LIMPRINT



－ 37 －

リンパ浮腫管理の研究と実践 LYMPH RAP, Vol.8, No.1（Supple）, 2020

　国際リンパ浮腫フレームワーク・ジャパン研究協議会（ILFJ）10 周年の節目を迎え、ここに ILFJ
の国際学会活動実績をまとめる。
　ILFJ は、ILF の日本支部として リンパ浮腫の予防と管理の研究の向上に貢献する事を目的とし、
定期的な学術集会、講演会および講習会などの開催、ILF の他国支部や内外の関連学術団体との連絡
および連携、学術関連出版物などの刊行を事業として実施している。
　これに準じて、ILFJ では ILF との学術活動を通して各国での ILF カンファレンスでの発表やベス
トプラクティスの翻訳・発刊を行ってきた。ここでは、これらの事業についてまとめた。

１．ILF での発表

　ILF カンファレンスは、1 年あるいは 2 年に一度開催される国際学術集会である。これまでに、イ
ギリス、カナダ、フランス、オーストラリア、イタリア、オランダ、アメリカ、デンマーク（複数開
催国含む）で開催され、次年度で 10 回目を迎える。ILFJ は、ILF との国際共同研究を行う過程で、
途中報告や成果報告、二次解析結果などを発表してきた。また、参画した国際共同研究の内容以外にも、
真田弘美理事長はじめ理事、幹事、事務局、会員が多数発表してきた。本章では主に国際共同研究参
画の内容に関して ILF カンファレンスで発表した実績をまとめた（表１）。
　ILFJ は ILF との国際共同研究に 3 つ参画してきた。3 つの国際共同研究のうち、LIMPRINT 

（Lymphoedema IMpact and PRevalence – INTernational Lympoedema Framework）及び ILF-COM 
（The Chronic Oedema Outcome Measure）について、ILF カンファレンスにて発表してきた。3 つ目
の国際共同研究である Genital Lymphoedema Project は、現在各国でデータ分析中であり、新型コロ
ナウイルス感染症により 2021 年に延期された第 10 回 ILF カンファレンス（Denmark, 2021）での発
表を予定している。
　また、ILFJ のカンファレンス発表に関して、ILF が年 4 回作成している LIMPHO NEWS（newsletter）
に取り上げられている他、ILFJ 会誌である「リンパ浮腫管理の研究と実践」でも寄稿として掲載され
ている（臺美佐子，7th International lymphoedema framework conference に参加して，リンパ浮腫管
理の研究と実践，5 (1), 18-20, 2017）。

幹　事　仲上豪二朗
事務局　臺　美佐子

国際学会活動
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表 1　国際共同研究内容に関する ILF カンファレンスでの発表実績

国際共同研究名 カンファレンス（場所，年） 演者名 , タイトル
LIMPRINT 7th ILF conference (Italy, 2017) 

Poster presentation at LIMPRINT 
village

ILF Japan: LIMPRINT report from JAPAN

7th ILF conference
(Italy, 2017)

Junko Sugama: Development of chronic oedema 
prevalence in Japan-moving to national recording 
of data

8th ILF conference (Netherlands, 
2018), ILFJ-workshop

Junko Sugama, Aya Sato, Hiromi Sanada, Christine 
Moffatt: Prevalence and impact of chronic oedema 
in Japan

9th ILF conference (USA, 2019), 
Oral presentation

Gojiro Nakagami, Misako Dai, Junko Sugama, 
Noriko Kobayashi, Emiko Kimura, Yoko Arai, 
Aya Sato, Hiromi Sanada: Possible risk factors 
for cellulitis experience in lymphoedema patients 
in Japan: secondary analysis using national 
LIMPRINT database

ILF-COM 9th ILF conference (USA, 2019), 
Open space discussion

Misako Dai, Gojiro Nakagami, Aya Sato, Junko 
Sugama, Hiromi Sanada: ILF-COM report form 
JAPAN

２．ベストプラクティス発刊

　ILF のこれまでの刊行物は 11 種で、リンパ浮腫管理、圧迫療法、外科治療、小児対象のケア、緩和
ケア、等といった内容を発刊してきた。これらは全て、ILF のホームページから無料でダウンロード
でき、誰もが閲覧できる（https://www.lympho.org/publications/）。

us ing  na t iona l  LIMPRINT da tabase  

ILF-COM 9 t h  ILF conference  

(USA,  2019) ,  Open 

space  d i scuss ion 
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図 1． ILF による出版物  
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翻訳という妥当性を保証した過程を経て、日本語訳されている。 こちらも
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　この中で、ILFJ では 3 つの刊行物を翻訳し発刊した。リンパ浮腫管理のベストプラクティス、進
行がんにおけるリンパ浮腫および終末期の浮腫の管理、リンパ浮腫における弾性ストッキングである

（図２）。これらは、翻訳・逆翻訳という妥当性を保証した過程を経て、日本語訳されている。こちら
も ILFJ ホームページにて無料でダウンロードでき、日本語で内容を確認することができる（https://
www.ilfj.jp/report.html）。これらの刊行物の監修、監訳、翻訳、エキスパートレビューで関わった方々
をまとめた（表２）。

表 2　ILFJ 刊行物の翻訳・監修を担った担当者（すべて当時）

刊行物名 役　割 氏　名 発刊当時の所属・役職
リンパ浮腫のベストプ
ラクティス

翻訳・監修 真田　弘美 東京大学大学院医学系研究科 健康科学・
看護学専攻 老年看護学／創傷看護学分野
教授

北村　　薫 九州中央病院 副院長（乳腺外科部長）
松井　典子 東京大学大学院医学系研究科 健康科学・

看護学専攻 老年看護学／創傷看護学分野
助教

進行がんにおけるリン
パ浮腫および終末期の
浮腫の管理

監訳 真田　弘美 東京大学大学院医学系研究科健康科学・
看護学専攻　教授

須釜　淳子 金沢大学医薬保健研究域保健学系　教授
翻訳 仲上豪二朗 東京大学大学院医学系研究科健康科学・

看護学専攻　講師
臺（稲垣）美佐子 金沢大学医薬保健研究域保健学系　助教
小林　範子 北海道大学病院婦人科　助教

エキスパート
レビュー

奥津　文子 滋賀県立大学人間看護学部　教授
吉沢豊予子 東北大学大学院医学系研究科　教授
木村恵美子 青森県立保健大学健康科学部看護学科　

准教授
荒井よう子 富士重工業保険組合　総合太田病院　

リンパ浮腫外来
村山志津子 青森中央短期大学看護学科　教授
藤野　敬史　 手稲渓仁会病院産婦人科　部長・

北海道大学　客員臨床教授
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リンパ浮腫における
弾性ストッキング

翻訳監修 真田　弘美 東京大学大学院医学系研究科健康科学・
看護学専攻　教授

木村恵美子 青森県立保健大学健康科学部看護学科　
准教授

小林　範子 北海道大学病院婦人科　助教
翻訳 須釜　淳子 金沢大学医薬保健研究域保健学系　教授

仲上豪二朗 東京大学大学院医学系研究科健康科学・
看護学専攻　講師

玉井　奈緒 東京大学大学院医学系研究科健康科学・
看護学専攻　助教

井内　映美 金沢大学大学院医薬保健学総合研究科
保健学専攻

エキスパート
レビュー

奥津　文子 滋賀県立大学人間看護学部　教授
吉沢豊予子 東北大学大学院医学系研究科保健学専攻

教授
荒井よう子 富士重工保険組合　太田記念病院　

リンパ浮腫外来
村山志津子 青森中央短期大学看護学科　教授
藤野　敬史 手稲渓仁会病院産婦人科　部長・

北海道大学　客員臨床教授

　これまでの ILFJ の国際学会活動を振り返り、ILFJ の日本支部として、ILF の情報を日本の医療者
や患者に広めること、そして日本からリンパ浮腫や慢性浮腫に関する疫学や実践の実態を発信するこ
との両方向から活動をしてきたことがうかがわれる。世界の最先端の知見を普及し、日本からのエビ
デンスも発信することこそ、国際的なネットワークに参画することの意義といえる。会員各位のリン
パ浮腫、慢性浮腫管理を良くしていくための不断の努力と、ILFJ への貢献に改めて敬意を表するとと
もに御礼申し上げる次第である。

ILF2017（Italy） ILF2019（USA）
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